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今月の主な話題 

平成17年３月31日に八頭町が誕生してから９か月余り。 
八頭町誕生を記念して「八頭町合併記念式典」が12月３
日（土）、八東体育文化センターで開催され、その席上、八
頭町の町章、町の木・町の花、町民憲章等が披露されました。 

 町章  町民憲章等が決定！！  町章  町民憲章等が決定！！ 

町　章 

町の木  柿 

町の花  さつき  

町の木  柿 

町の花  さつき  
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古紙配合率100％再生紙と環境にやさしい大豆油インキを使用し印刷しています。 

企
画
人
権
課
情
報
政
策
室（
76
―
０
２
１
０
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

広
報
や
ず
　
０
１
０
号 

平
成
　
年
　
月
１
日
発
行
　
毎
月
１
日
発
行
　
印
刷
・
綜
合
印
刷
出
版 

（株） 

広
報
に
の
っ
て
い
る
写
真
を
ご
希
望
の
方
は
、 

男女共同参画啓発シリーズ ⑧ 

 
　去る12月定例議会で、
八頭町の総合計画が議
決されました。 
　本計画は、平成17年
６月15日に「振興審議
会」を開催し、合併協
議会で決定した「新町
まちづくり計画」を基本とし、地域の現状や課題を明らか
にしたうえで、慎重審議を行い、平成17年12月５日に町長
へ答申がなされ、原案のとおり議決されたものです。 
 
本計画の概要を（Ⅰ～Ⅲ）シリーズに分けて紹介します。 
今回は、（Ⅰ）シリーズ【序論】として紹介します。 
 
 

Ⅰ．計画の性格と役割 
　本基本構想は、地方自治法第２条第４項の規定に基づき、
長期的、総合的な視野に立って町政振興の基本的方向を明
らかにするとともに、その目標を明確にした町政の基本的
指針とします。 
　この計画は、次のような役割を担います。 
（１）町においては、町行政の総合的かつ基本的な指針の役
割を果たします。 

（２）町民には、町づくり、地域づくり、家庭づくりにつな
がる主体的な活動の目標となります。 

（３）国、県に対しては、町が進めようとする施策の概要を
明らかにします。 

（４）その他、町における各種の社会活動、経済活動の目標
となります。  

Ⅱ．計画の構成と期間 
　本計画は、「基本構想」、「基本計画」及び「実施計画」
で構成されています。 
（１）基本構想 
　「基本構想」は、平成17年度から平成26年度までの10年
間の町づくりの基本目標を定め、その目標達成のための課
題を設定し、その重点施策の方向を示し、基本計画の基礎
とします。 
（２）基本計画 
　「基本計画」は、「基本構想」の描く将来像・目標を実
現化するため、平成17年度から平成21年度までの５年間に
おける具体的な施策を明らかにします。 
（３）実施計画 
　実施計画は、基本計画に示された施策・事業を計画的に
実施するため、３年間の年次計画を定めたもので、本書と
は別に毎年ローリング方式により改定します。 

集落における男女共同参画 
を進めましょう  

　新年を迎え、集落の総会、新年会などが開催さ
れる時期となりました。 
　現在、鳥取県内における集落・自治会での役員
（会長・副会長）の女性の割合は、男性が97.3％
に対して女性は2.7％という状況にあります。 
　また、総会や会合などでは、男性が歓談中心な
のに対して、女性は飲食の準備と後かたづけとい
う慣習が残っている集落が多いのが現状です。 
　地域に残る固定的な性別観にとらわれず、男女
が対等な立場で集落の活動に参画し、責任を分か
ち会いながら地域を活性化させていくことが求め
られています。 

審議会から答申書が提出される（12／５） 

次回は、（Ⅱ）シリーズ【基本構想】を紹介します。 

18
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本町の将来像 本町の将来像 本町の将来像 本町の将来像 
総合計画が決定（Ⅰ） 

「人が輝き・集い・夢広がるまち」 「人が輝き・集い・夢広がるまち」 「人が輝き・集い・夢広がるまち」 

序 論  序 論  序 論  
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新
年
あ
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
、
心
か
ら
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
八
頭
町
が
誕
生
し
ま
し
て
、
九
ヶ
月
が
過
ぎ
、
こ
の
間
皆
様
に
は

八
頭
町
政
に
対
し
ま
し
て
、
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
厚
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
さ
て
、
旧
三
町
は
、
同
じ
八
頭
郡
の
一
員
と
し
て
、
ま
た
同
じ
八

東
川
流
域
の
町
と
し
て
互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
発
展
を
し
て
き
た

地
域
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
私
も
町
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
て
、
合
併
に
い
た
る
本
日
ま
で
の

歩
み
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
誠
に
先
人
の
英
知
に
敬
意
を
さ
さ

げ
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
旧
三
町
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
が
あ
り
、
行
政
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
は
尊
重
し
つ
つ
も
町
民
各
位
の
ご
理
解
を
得

て
、
八
頭
町
と
し
て
の
新
た
な
歴
史
を
作
り
あ
げ
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
。 

　
昨
年
は
、
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
町
章
、
町
旗
を
制
定
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
十
二
月
三
日
に
は
八
頭
町
合
併
記
念
式
典

を
執
り
行
い
、
町
の
木
、
町
の
花
の
指
定
、
町
民
憲
章
の
制
定
を
発

表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

　
行
政
の
推
進
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
町
民
の
皆
様
に
参
画
し
て
い

た
だ
き
、
公
平
で
公
正
な
行
政
を
推
進
し
、
情
報
公
開
に
よ
る
行
政

の
透
明
性
に
努
め
る
と
と
も
に
、常
に
対
話
に
心
が
け
、早
期
に
八
頭

町
民
と
し
て
の
一
体
感
を
作
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
十
二
月
議
会
定
例
会
に
お
い
て
は
、
八
頭
町
の
道
し
る
べ
と
な
り

ま
す
「
八
頭
町
総
合
計
画
（
基
本
構
想
）」
を
議
決
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

　
八
頭
町
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
後
は
八
頭
町
と
し
て
適
正
な
規
模
の
行
財

政
能
力
を
備
え
た
自
治
体
を
築
き
、
住
民
福
祉
の
充
実
と
、
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
に
取
組
む
と
と
も
に
、
行
政
改
革

を
一
層
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
三
位
一
体
改
革
に
伴
う
地
方
交
付
税
の
削
減
な
ど
行
政
運
営
の
課

題
は
あ
り
ま
す
が
、
八
頭
町
の
将
来
像
で
あ
る
「
人
が
輝
き
・
集

い
・
夢
広
が
る
ま
ち
」
を
め
ざ
し
、
努
力
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま

す
の
で
、
何
卒
、町
民
皆
様
の
格
別
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

　
年
頭
に
あ
た
り
、
町
民
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
新
し
い
年
が
実
り

多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。 

　
平
成
十
八
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
八
頭
町
議
会
を
代
表
い
た
し
ま

し
て
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。 

　
ま
た
、
日
頃
よ
り
、
議
会
に
対
し
ま
す
暖
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
さ
て
、
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
三
月
三
十
一
日
に
三
町
が
合
併
し

て
「
八
頭
町
」
が
誕
生
し
、
爾
来
、
新
た
な
夢
に
向
か
っ
て
「
新
町

ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を
基
本
と
し
て
、
議
員
一
同
力
を
合
わ
せ
、
一

歩
一
歩
前
進
の
日
々
と
、
八
頭
町
の
将
来
を
展
望
し
、
そ
の
礎
を
作

る
と
い
う
重
要
な
時
期
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
九
月
に
発
足
し

た
第
三
次
小
泉
内
閣
に
お
い
て
は
一
貫
し
て
「
改
革
な
く
し
て
成
長

な
し
」「
地
方
に
で
き
る
こ
と
は
地
方
に
」
と
の
方
針
の
下
、
二
〇

一
〇
年
代
の
初
頭
に
は
、「
政
策
的
な
支
出
を
新
た
な
借
金
に
頼
ら

ず
そ
の
年
度
の
税
収
等
で
賄
う
」
と
の
財
政
構
造
改
革
方
針
が
打
ち

出
さ
れ
る
な
ど
、
な
お
も
一
層
の
地
方
分
権
が
進
む
中
、
地
方
自
治

体
は
多
様
な
行
政
課
題
に
即
し
た
施
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
行

財
政
基
盤
の
強
化
、
効
率
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
果
敢
に
取
り
組
む
こ

と
が
求
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
な
お
厳
し
い
経
済
情
勢
や
財
政
事

情
が
続
く
中
、
各
地
で
自
然
災
害
や
、
混
迷
す
る
時
代
を
反
映
し
た

様
々
な
凶
悪
事
件
が
頻
発
し
、
心
痛
覚
え
る
こ
と
が
多
か
っ
た
年
で

あ
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
今
年
は
昨
年
十
二
月
二
十
二
日
の
議
会
定
例
会
に
お
い
て

「
郡
家
町
・
船
岡
町
・
八
東
町
合
併
協
議
会
」
に
お
い
て
決
定
さ
れ

て
い
た
「
新
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を
基
本
と
し
た
「
八
頭
町
総
合

計
画
（
基
本
構
想
）」
を
議
決
し
、「
人
が
輝
き
・
集
い
・
夢
広
が
る

ま
ち
」
へ
向
か
っ
て
、
大
き
く
飛
躍
発
展
を
す
る
極
め
て
大
切
な
年

度
と
い
え
ま
す
。 

　
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
幾
多
の
重
要
課
題
が
山
積
し
て
い
ま

す
が
、
今
後
と
も
、
町
民
皆
様
方
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ

き
、
町
民
の
皆
様
と
執
行
部
と
議
会
が
一
丸
と
な
っ
て
、
八
頭
町
の

将
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
思
い
描
き
な
が
ら
取
り
組
み
、
誇
り
が
持
て

る
八
頭
町
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
町
民
の
皆
様
と
の
協
働
の
も
と
に

活
力
あ
る
発
展
を
め
ざ
し
、
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
、
手
を
携
え
て
町

政
の
進
展
の
た
め
歩
ま
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
お
わ
り
に
、
今
年
一
年
が
全
町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
実
り
多

い
、
幸
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 
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八
頭
町
合
併
記
念
式
典
が#

月

３
日
、
八
東
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

　
第
１
部
の
式
典
に
は
町
民
の
皆

様
を
は
じ
め
、
国
会
議
員
、
県
議

会
議
員
、
藤
井
鳥
取
県
副
知
事
な

ど
200
人
余
り
の
出
席
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
　
　
　 

　
式
典
で
は
、
平
木
誠
町
長
が
「
八

頭
町
誕
生
に
際
し
て
多
大
な
貢
献

を
い
た
だ
い
た
旧
３
町
の
町
長
に

深
く
感
謝
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
築

い
て
こ
ら
れ
た
地
域
の
個
性
を
尊

重
し
つ
つ
、
公
平
で
公
正
な
行
政

を
推
進
し
て
い
き
た
い
」
と
式
辞

を
述
べ
ま
し
た
。 

　
続
い
て
、
松
田
秋
夫
議
長
が
「
２

万
人
の
町
民
の
負
託
に
応
え
、
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
目

指
し
、
合
併
し
て
良
か
っ
た
と
思

え
る
よ
う
、
住
民
の
立
場
に
立
っ

て
最
善
を
尽
く
し
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
合
併
の
功
績
を
称
え
、

和
田
哲
也
旧
郡
家
町
長
、
竹
尾
雅

詮
旧
船
岡
町
長
、
竹
内
弘
人
旧
八

東
町
長
に
総
務
大
臣
表
彰
が
贈
ら

れ
、
さ
ら
に
町
章
・
町
旗
、
町
の

木
・
町
の
花
、
町
民
憲
章
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
式
典
第
２
部
と
し
て
、

八
頭
町
と
韓
国
横
城
郡
（
フ
ェ
ン

ソ
ン
グ
ン
）
と
の
交
流
協
定
調
印

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
、
式
典
第
３
部
で
は
、

八
頭
町
で
活
躍
し
て
い
る
子
ど
も

た
ち
に
よ
る
伝
統
芸
能
と
、
韓
国

横
城
郡
（
フ
ェ
ン
ソ
ン
グ
ン
）
職

員
に
よ
る
韓
国
の
伝
統
芸
能
が
披

露
さ
れ
、
会
場
は
大
き
な
拍
手
に

包
ま
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
合
併
記
念
式
典
を
契
機
に
、

八
頭
町
民
の
連
帯
感
が
醸
成
さ
れ
、

新
し
い
ま
ち
作
り
に
向
け
て
の
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。 

  　
合
併
記
念
式
典
の
席
上
で
、
町

章
、
町
旗
、
町
の
木
、
町
の
花
、

町
民
憲
章
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

　
町
章
に
採
用
さ
れ
た
の
は
、
神

戸
市
在
住
の
杜
多
利
夫
さ
ん
、
利

香
さ
ん
親
子
の
作
品
で
、
八
頭
町

の
「
や
」
の
文
字
を
デ
ザ
イ
ン
化

し
、
青
と
緑
の
配
色
に
よ
っ
て
羽

ば
た
く
鳥
の
姿
・
自
然
と
の
一
体

感
・
大
空
に
夢
が
広
が
る
町
と
い

う
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
で
表
現
さ
れ

て
い
ま
す
。 

　
町
章
デ
ザ
イ
ン
は
公
募
に
よ
り
、

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
五
百
四
十
点

の
中
か
ら
、
町
章
選
定
委
員
会
に

よ
っ
て
５
点
を
選
定
し
、
そ
の
上

で
町
民
全
世
帯
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
て
集
計
し
た
結
果
、
過
半

数
の
支
持
を
集
め
た
デ
ザ
イ
ン
に

決
定
し
た
も
の
で
す
。 

　
ま
た
町
の
木
・
町
の
花
は
、
町

民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
、
最
も
多

く
の
支
持
が
あ
っ
た
「
柿
」、「
さ

つ
き
」
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
後
、
町
民
に
親
し
ま
れ
、
町

民
の
心
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
地
域

振
興
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。 

合
併
記
念
式
典 

町
章
・
町
の
木
・ 

町
の
花
が
決
定
！！ 

八
頭
町
合
併
記
念
事
業

八
頭
町
合
併
記
念
事
業 
八
頭
町
合
併
記
念
事
業

八
頭
町
合
併
記
念
事
業 
八
頭
町
合
併
記
念
事
業 

多
彩
に
開
催
さ
れ
た

多
彩
に
開
催
さ
れ
た 
多
彩
に
開
催
さ
れ
た 

町の木  柿 町の花  さつき 町章 

　
合
併
記
念
式
典
の
第
２
部
で
は
、
八
頭
町
と
韓
国
横
城
郡
（
フ
ェ
ン
ソ
ン

グ
ン
）
と
の
交
流
協
定
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

  

交
流
協
定
を
締
結
し
た
韓
国
横
城
郡
（
フ
ェ
ン
ソ
ン
グ
ン
）
は
、
旧
八
東

町
と
一
九
九
四
年
か
ら
交
流
を
進
め
て
お
り
、
八
頭
町
と
し
て
も
引
き
継
い

で
交
流
を
進
め
て
い
く
た
め
、改
め
て
交
流
協
定
を
締
結
し
た
も
の
で
す
。 

  

交
流
協
定
調
印
式
に
出
席
し
た
趙
泰
鎮
（
チ
ョ･

テ
ジ
ン
）
郡
守
は
「
規

模
が
大
き
く
な
っ
た
八
頭
町
と
手
を
携
え
、
他
の
自
治
体
の
模
範
と
な
る
よ

う
な
友
好
交
流
を
め
ざ
し
た
い
」と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
後
、
様
々
な
分
野
で
の
交
流
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
地
域
の

発
展
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

八
頭
町
・ 

韓
国
横
城
郡
交
流
協
定
調
印
式 

地理的位置 
 
 
 
 
 
 

面 積  

人 口  

世 帯 数  

平 均 気 温  

降 水 量  

行 政 区 域  

行 政 機 構  

職 員 数  

小 学 校  

中 学 校  

高 等 学 校  

大 学  

特 産 品  

 

 

主要観光地 

八頭町は、日本の中国地方
にある鳥取県の東南部に位
置し、八頭郡に所属してい
ます。 
町の境界は東は若桜町、西
と北は鳥取市、南は智頭町
にそれぞれ接しています。 

206.7km2 

20,322人 

5,665世帯 

14.9℃ 

1,745mm 

130集落 

10課３局２支所１室 

289人 

8校    1,181人 

3校    　648人 

１校　　 965人 

 

花御所柿、西条柿、柿酢 

清酒「東明」、竹炭 

フルーツ加工品 

姫路公園、竹林公園、 

ふる里の森、道の駅はっとう 

横城郡は、韓国の中部地方
にある江原道の西南部に位
置しています。 
郡の境界は、東は平昌郡、
西は楊平郡、南は原州市と
寧越郡、ぞして北は洪川郡
とそれぞれ接しています。 

997.8km2 

44,033人 

16,697世帯 

12.1℃ 

1,126mm 

１邑８面174里761班 

2室8課2事業所9邑面 

563人 

30校    3,128人 

10校    1,642人 

６校      1,826人 

１校         600人 

韓牛、つる人参、 

安興伝統パン 

 

横城ダム、豊水院天主教堂 

星宇リゾート、横城温泉 

八頭町 横城郡 

全国韓牛祭 
　横城郡最大の祭りであり、国内外
から百万人もの観客を集めて、横城
郡の特産品の韓牛のＰＲや農産物の
豊作を祈って、多様な伝統芸能など
のイベントが繰り広げられる。 

宗家キムチ工場 
　従業員300名のキムチ工場で、
厳選された材料のみを使用し、手作
りの伝統的な工法で作られている。
日本、中国、ヨーロッパ等の海外に
も輸出している。19年連続韓国内
販売実績1位を誇っている。 

星宇リゾート 
　20コースを有するスキー場
をはじめ、2,000人収容のホテ
ルや温水プール、ボーリング場
などが整備されている一大リゾ
ート施設。また、2009年には
スノーボード世界選手権大会の
会場にもなっている。 

第
１
部 

第
２
部 

式辞を述べる平木町長 

総務大臣表彰を受賞された旧３町長 

横城郡はこんなところ！！ 
フェンソングン 

フェンソングン 



6YAZU 
2006.17 YAZU 

2006.1

八
頭
町
役
場
開
庁
式
が
行

わ
れ
、
歴
史
の
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。 

           

八
頭
町
長
選
挙
・
八
頭
町

議
会
議
員
一
般
選
挙
が
執

行
さ
れ
平
木
誠
町
長
、
新
し
い
議

員
さ
ん
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

 

船
岡
竹
林
ま
つ
り
と
八
東

ふ
る
里
の
森
オ
ー
プ
ン
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

多
数
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

        

   

安
徳
の
里
姫
路
公
園
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
、
た
く
さ

ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

            

郡
家
・
船
岡
地
域
で
八
頭

町
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。（
八
東
地
域
は
９
月*

日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。） 
      

日
韓
子
ど
も
交

流
事
業
が
開
催

さ
れ
、
国
を
越
え
て
の
親
交
を
深

め
ま
し
た
。 

              

竹
林
ド
リ
ー
ム
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
み

ん
な
で
夏
の
夜
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

              

八
頭
町
き
ら
め
き
祭
が
開

催
さ
れ
、
町
内
外
の
人
た

ち
で
大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 
              

八
頭
町
フ
ル
ー
ツ
マ
ラ
ソ

ン
大
会
が
開
催
さ
れ
、
県

内
外
か
ら
約
１
，０
０
０
名
の
ラ

ン
ナ
ー
が
参
加
し
ま
し
た
。 

              

八
頭
町
合
併
記
念
式
典
が

開
催
さ
れ
、
町
章
、
町
の

木
、
町
の
花
、
町
民
憲
章
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
あ

わ
せ
て
韓
国
横
城
郡
と
の
交
流
協

定
調
印
式
、
合
併
記
念
伝
統
芸
能
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

             

八
頭
町
部
落
解
放
研
究
集

会
が
開
催
さ
れ
、
町
ぐ
る

み
で
人
権
意
識
を
高
め
ま
し
た
。 

 

八
頭
町
合
併
記
念
事
業
「
男

女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

八
頭
町
が
誕
生
（
平
成
17
年
３
月
31
日
） 

　
　
し
て
か
ら
の
主
な
出
来
事 

合
併
記
念 

ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト 

合併記念伝統芸能 
　合併記念式典の第３部として、八頭町内で活躍している子どもグループによる伝統芸能や韓国横城郡（フ
ェンソングン）職員による韓国伝統芸能が披露されました。いずれのグループも日頃から伝統文化を残そう
と一生懸命練習を積み重ねてきており、勢いのある動きや、優雅な舞、勇壮な演奏に、出席者から大きな拍
手が送られました。 

　
八
頭
町
合
併
を
記
念
し
て#

月

３
日
（
土
）、
八
東
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ

ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

  

演
奏
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
、

世
界
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
ソ
ウ
ル

在
住
で
チ
ェ
ロ
奏
者
の
ヤ
ン
・
ソ

ン
ウ
ォ
ン
さ
ん
と
、
東
京
在
住
で

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
蓼
沼
恵
美
子
さ
ん
。

ヤ
ン
・
ソ
ン
ウ
ォ
ン
さ
ん
は
、
こ

の
コ
ン
サ
ー
ト
の

た
め
に
ソ
ウ
ル
か

ら
駆
け
つ
け
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

ベ
ー
ト
ヴ
ェ
ン
の

チ
ェ
ロ
・
ソ
ナ
タ

第
１
番
ヘ
長
調
　

作
品
５
な
ど
で
、

荘
厳
な
チ
ェ
ロ
の

響
き
に
会
場
に
詰

め
か
け
た
200
人
余

り
の
観
客
は
、
酔

い
し
れ
て
い
ま
し

た
。 

  

観
客
の
一
人
は

「
八
頭
町
の
よ
う

な
小
さ
な
町
で
こ

の
よ
う
な
素
晴
ら

し
い
演
奏
が
聴
け
る
の
は
夢
の
よ

う
で
し
た
。
子
ど
も
に
も
聴
か
せ

る
こ
と
が
で
き
て
、
ラ
ッ
キ
ー
で

し
た
。
こ
の
よ
う
な
コ
ン
サ
ー
ト

は
ぜ
ひ
続
け
て
欲
し
い
で
す
。」

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
今
後
、
継
続
し
て
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
し
、
八
頭
町
に
お
け
る
文

化
振
興
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　市場少年キリン獅子クラブは、市場の小学生が構成メンバーで、
古くから市場神社に伝わっている獅子舞を教わり、町内外で開催ざ
れるイベントに出演しています。 
　獅子舞は、人々の幸せを祈って舞うゆっくりとした動きに特徴が
あります。 

市場少年 
キリン獅子クラブ 

麒麟獅子舞 

　鈴の音もさわやかに、子どもたちの踊る傘踊りは、今年36回を
迎えた、隼ならではの「プール祭り」で踊り継がれてぎました。 
　この傘踊りは上級生が下級生に教え、伝えています。 
　校区運動会でも全校児童が踊りを披露し、隼小学校の伝統の一つ
となっています。 

隼小学校 

傘踊り 

　現在のチビッコ連のメンバーは、小学生１年生から6年生までの
元気のよい男女15名で構成され、町内外で開催されるイベントに
出演しています。心に響く太鼓となるよう、家族の応援を受けなが
ら毎週１回の練習を重ね、汗を流しています。 

八東平成太鼓 
チビッコ連 

八東平成太鼓 

　サムルノリは、農耕文化の生活に活力を吹き込むため、農産物の
収穫祭などで農民が楽器を演奏したり、踊りを踊ったりしたことか
ら始まりました。 
　四つの打楽器を使って躍動感あふれる音楽性と巧みな演奏技法を
生かしたのがサムルノリです。 

韓国横城郡職員 

サムルノリ 

第３部 
３ 
31

４ 
29

５ 
７ 

８ 
８ 

８ 
〜 

12

６ 
５ 

8
27

10
30

11
27

12
25

12
11

12
３ 

４ 
24
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船岡スポーツ少年団ミニバスケットボール部 

モザンビークに向かう井上佳美さん 

露木ひでさん 中村義藏さん 野田亀代子さん 

Ａリーグで優勝した下坂チーム 

オアシス公園付近での活動の様子 

郡家西スポーツ少年団軟式野球部 

　#

月
４
日
、
倉
吉
体
育
文
化
会

館
を
会
場
に
、「
平
成(

年
度
鳥
取

県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
表
彰
」

の
表
彰
式
が
行
な
わ
れ
、
船
岡
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
、郡
家
西
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
軟
式
野
球
部
が
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
船
岡
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
「
中
国
ブ

ロ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
大 

会
」
に
お
い
て
優
勝
、
郡
家
西
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
軟
式
野
球
部
は
「
全

国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
軟
式
野
球
交

流
大
会
」
に
お
い
て
第
３
位
と
優

秀
な
成
績
を
修
め
ら
れ
、
ま
た
永

年
に
わ
た
る
熱
心
な
活
動
が
認
め

ら
れ
受
賞
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

平
成
17
年
度 

鳥
取
県
ス
ポ
ー
ツ 

少
年
団
本
部
表
彰
式 

　"

月2

日
、
郡
家
西
少
年
野
球

ク
ラ
ブ
（
林
　
展
正
代
表
、
部
員

D

名
）
の
み
な
さ
ん
が
、
郡
家
駅

周
辺
、
郡
家
球
場
、
郡
家
グ
ラ
ウ

ン
ド
、
郡
家
西
小
学
校
な
ど
の
施

設
に
つ
い
て
清
掃
、
ゴ
ミ
拾
い
な

ど
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
れ
ら
の
奉
仕
活
動
は
年
２
回

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
郡
家

西
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
、
国
土
交
通

省
、
町
の
三
者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

ロ
ー
ド
の
活
動
に
つ
い
て
昨
年
か

ら
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
こ
の
日

は
部
員
の
保
護
者
と
と
も
にW

名

が
国
道4

号
線
の
郡
家
パ
ー
キ
ン

グ
か
ら
オ
ア
シ
ス
公
園
付
近
の
歩

道
約
600
メ
ー
ト
ル
の
草
刈
り
、
ゴ

ミ
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。 

　
部
員
の
み
な
さ
ん
は
日
ご
ろ
利

用
す
る
公
共
施
設
を
大
切
に
し
よ

う
と
熱
心
に
活
動
し
て
い
ま
し
た
。 

郡
家
西
少
年
野
球
ク
ラ
ブ 

の
み
な
さ
ん
が
地
域
で 

奉
仕
活
動 

　"

月1

〜2

日
、
米
子
市
民
体

育
館
・
淀
江
体
育
館
な
ど
を
会
場

に
、「
第
６
回
鳥
取
県
ス
ポ
ー
ツ
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
　
兼
第4

回

鳥
取
県
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

優
勝
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
郡
家

西
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
・

男
子
（
以
下
、
郡
家
西
）
が
見
事

初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。 

　
優
勝
し
た
郡
家
西
は
平
成)

年

３
月3

〜5

日
に
か
け
て
東
京
都

内
で
開
催
さ
れ
る
「
第<

回
全
国

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」

に
出
場
し
ま
す
。
郡
家
西
は
鳥
取

県
勢
悲
願
の
予
選
突
破
を
目
指
し
、

大
会
に
向
け
て
日
々
猛
練
習
を
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

　
予
選
リ
ー
グ
（
Ｈ
ブ
ロ
ッ
ク
） 

　
　
郡
家
西
　P

―)

　
義
方 

　
　
郡
家
西
　`

―5

　
羽
合 

　
準
々
決
勝 

　
　
郡
家
西
　T

―/

　
伯
　
耆 

　
準
決
勝 

　
　
郡
家
西
　;

―0

　
福
米
西 

　
決
　
勝 

　
　
郡
家
西
　B

―2

　
福
生
東 

第
6
回
鳥
取
県
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
　 

兼
第
29
回
鳥
取
県
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
優
勝
大
会 

初
優
勝
で
全
国
へ 

　#

月"

日
、
郡
家
体
育
館
を
会

場
に
、
第-

回
郡
家
地
域
部
落
対

抗
卓
球
大
会
が
開
催
さ
れ
、.

チ

ー
ム
（
約
150
人
）
が
参
加
し
ま
し

た
。
ま
た
、
オ
ー
プ
ン
参
加
で
郡

家
東
小
学
校
卓
球
部
も
２
チ
ー
ム

参
加
し
、
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。
試
合
は
６
リ
ー
グ
に
分
か
れ

て
行
な
い
、
各
リ
ー
グ
と
も
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
各
リ

ー
グ
優
勝
チ
ー
ム
は
次
の
と
お
り

で
す
。 

 

　
Ａ
リ
ー
グ
　
下
坂 

　
Ｂ
リ
ー
グ
　
稲
荷 

　
Ｃ
リ
ー
グ
　
ド
ミ
ー
ル
Ａ 

　
Ｄ
リ
ー
グ
　
堀
越 

　
Ｅ
リ
ー
グ
　
郡
家
中
区 

　
Ｆ
リ
ー
グ
　
別
府 

第
22
回
郡
家
地
域 

部
落
対
抗
卓
球
大
会 

　
100
歳
を
迎
え
ら
れ
た
方
を
お
祝

い
す
る
長
寿
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
101
歳
の
露
木
ひ
で
さ
ん
（
篠

波
）
、100
歳
の
中
村
義
藏
さ
ん
（
野

町
）
、
野
田
亀
代
子
さ
ん
（
別
府
）

の
３
名
を
平
木
町
長
が
訪
問
し
、

表
彰
状
と
記
念
品
を
お
渡
し
し
、

長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。
み
な

さ
ん
明
治
・
大
正
・
昭
和
そ
し
て

平
成
の
４
つ
の
時
代
を
生
き
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
お
元
気
で

健
や
か
に
、
も
っ
と
も
っ
と
長
生

き
し
て
く
だ
さ
い
。 

町
内
で
長
寿
表
彰 

こ
れ
か
ら
も
お
健
や
か
に 

　
こ
の
た
び
、
青
年
海
外
協
力
隊

の
平
成(

年
度
第
２
次
隊
と
し
て
、

井
上
佳
美
さ
ん
（
八
頭
町
郡
家
出

身
）
が
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
（
ア
フ
リ

カ
南
部
）
へ
出
発
さ
れ
ま
し
た
。 

　
井
上
さ
ん
は
、
現
地
の
初
等
教

員
養
成
学
校
で
、
理
数
科
教
師
と

し
て
理
科
（
生
物
中
心
）
の
授
業

を
行
い
、
現
場
で
実
践
で
き
る
教

員
養
成
に
協
力
さ
れ
ま
す
。 

　
３
ヶ
月
間
の
派
遣
前
訓
練
を
終

え
、
出
発
前
の"

月0

日
、
平
木

町
長
を
表
敬
訪
問
さ
れ
、
モ
ザ
ン

ビ
ー
ク
の
情
勢
や
協
力
隊
員
応
募

に
い
た
る
動
機
、
派
遣
先
で
の
抱

負
を
話
さ
れ
ま
し
た
。 

　
平
木
町
長
は
、「
自
分
の
ペ
ー

ス
で
健
康
に
気
を
つ
け
て
、
任
地

で
の
活
動
を
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。 

　
派
遣
期
間
は
、
平
成*

年#

月

ま
で
の
２
年
間
と
長
期
間
に
渡
り

ま
す
が
ご
活
躍
と
ご
健
康
を
お
祈

り
し
ま
す
。 

青
年
海
外
協
力
隊 

  

〜
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
へ 

　
　
　 

向
け
て
出
発
〜 

　
こ
の
た
び
、
『
新
編
郡
家
町
誌
』
を
発
刊
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
ご
希
望
の
方
は
ご
予
約
く
だ
さ
い
。 

　
　
◇
販
売
代
金
…
１
部
　
７
，０
０
０
円
（
※
予
約
販
売
の
み
と
い
た
し
ま
す
。
） 

　
　
◇
申
込
期
限
…
平
成)

年
２
月!

日
ま
で 

　
　
◇
申  

込  

先
…
八
頭
町
郡
家
公
民
館 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1_

―

３
１
１
３
　
Ｆ
Ａ
Ｘ_

―

３
４
８
８
） 

郡家西ミニバスケットボール部・男子 

『
新
編
郡
家
町
誌
』
購
入
予
約
申
込
に
つ
い
て 
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八
頭
町
金
婚
記
念 

祝
賀
式
を
挙
行 

　"

月2

日（
日
）、
八
頭
町
フ
ル

ー
ツ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
県
内
外

か
ら
多
く
の
ラ
ン
ナ
ー
の
参
加
を

得
て
、
八
東
中
学
校
を
発
着
点
と

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
２

Km
か
ら!

Km
ま
で
の
各
部
門
で
そ

れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
ゴ
ー
ル
を
目

指
し
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
朝
方
雨
も
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
無

事
大
会
が
終
了
で
き
ま
し
た
。 

 

　
各
部
門
の
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
） 

●&

歳
以
上>

歳
ま
で
の
男
性

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（!

Km
） 

　
１
　
三
谷
　
耕
次
（
鳥
取
市
） 

　
２
　
谷
口
慎
一
朗
（
智
頭
町
） 

　
３
　
西
川
　
昌
志
（
鳥
取
市
） 

　
４
　
村
田
　
　
亨
（
鳥
取
市
） 

　
５
　
見
藤
　
正
規
（
岡
山
県
） 

　
６
　
澤
　
依
史
章
（
岩
美
町
） 

●?

歳
以
上
の
男
性
　
（!

Km
） 

　
１
　
木
下
　
　
誠
（
大
阪
府
） 

　
２
　
福
井
　
正
人
（
兵
庫
県
） 

　
３
　
藤
田
　
好
弘
（
八
頭
町
） 

　
４
　
安
井
　
徳
光
（
岡
山
県
） 

　
５
　
渡
辺
　
　
潔
（
兵
庫
県
） 

　
６
　
土
井
　
　
展
（
京
都
府
） 

●&

歳
以
上
の
女
性
　
（!

Km
） 

　
１
　
仲
村
み
ゆ
き
（
岡
山
県
） 

　
２
　
亀
山
　
瑞
江
（
米
子
市
） 

　
３
　
松
岡
　
悦
子
（
湯
梨
浜
町
） 

　
４
　
東
　
真
由
美
（
兵
庫
県
） 

　
５
　
小
林
　
文
江
（
岡
山
県
） 

　
６
　
東
　
　
幹
子
（
岡
山
県
） 

●
中
学
生
以
上>

歳
ま
で
の
男
性 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
５
Km) 

　
１
　
中
島
　
裕
輔
（
鳥
取
市
） 

　
２
　
濱
本
　
圭
吾
（
鳥
取
市
） 

　
３
　
山
本
　
和
正
（
兵
庫
県
） 

　
４
　
草
刈
　
邦
展
（
智
頭
町
） 

　
５
　
竹
内
　
優
作
（
鳥
取
市
） 

　
６
　
松
葉
　
紀
之
（
智
頭
町
） 

●?

歳
以
上H

歳
ま
で
の
男
性 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
５
Km) 

　
１
　
河
田
　
政
志
（
岡
山
県
） 

　
２
　
古
田
　
二
郎
（
鳥
取
市
） 

　
３
　
坂
本
　
輝
彦
（
日
南
町
） 

　
４
　
尾
田
　
昭
彦
（
八
頭
町
） 

　
５
　
石
破
　
　
徹
（
八
頭
町
） 

　
６
　
山
根
　
和
弘
（
八
頭
町
） 

●I

歳
以
上R

歳
ま
で
の
男
性 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
５
Km) 

　
１
　
黒
田
　
光
康
（
兵
庫
県
） 

　
２
　
福
田
　
　
恵
（
鳥
取
市
） 

　
３
　
塩
谷
　
益
宏
（
兵
庫
県
） 

　
４
　
吉
田
　
　
繁
（
兵
庫
県
） 

　
５
　
薮
田
　
博
幸
（
八
頭
町
） 

　
６
　
西
村
　
昌
三
（
兵
庫
県
） 

●S

歳
以
上
の
男
性
　 

（
５
Km) 

　
１
　
山
崎
　
勝
弘
（
京
都
府
） 

　
２
　
上
山
　
善
孝
（
京
都
府
） 

　
３
　
泰
田
　
耕
作
（
兵
庫
県
） 

　
４
　
柴
山
　
嘉
和
（
京
都
府
） 

　
５
　
田
中
　
敏
雄
（
兵
庫
県
） 

　
６
　
窪
田
　
一
正
（
八
頭
町
） 

●
中
学
生
以
上>

歳
ま
で
の
女
性 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
５
Km) 

　
１
　
雪
本
　
亜
希
（
岡
山
県
） 

　
２
　
寺
川
　
智
美
（
兵
庫
県
） 

　
３
　
丸
山
　
瑞
穂
（
兵
庫
県
） 

●?

歳
以
上
の
女
性
　 

（
５
Km) 

　
１
　
岡
本
　
里
子
（
鳥
取
市
） 

　
２
　
影
日
　
朝
美
（
鳥
取
市
） 

　
３
　
中
浜
　
和
代
（
鳥
取
市
） 

　
４
　
大
村
　
和
子
（
八
頭
町
） 

　
５
　
竹
内
　
弘
子
（
鳥
取
市
） 

　
６
　
古
田
　
和
子
（
鳥
取
市
） 

●]

歳
以
上
の
男
女
　 

（
３
Km) 

　
１
　
北
浦
　
瞭
一
（
大
阪
府
） 

　
２
　
高
田
　
紀
康
（
岡
山
県
） 

　
３
　
大
嶋
　
貞
夫
（
北
栄
町
） 

　
４
　
生
馬
　
武
弘
（
島
根
県
） 

　
５
　
幅
田
　
義
規
（
伯
耆
町
） 

　
６
　
奥
村
　
　
敏
（
鳥
取
市
） 

●
中
学
生
以
上\

歳
ま
で
の
男
性 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
３
Km) 

　
１
　
北
垣
　
翔
二
（
兵
庫
県
） 

　
２
　
難
波
　
隆
顕
（
鳥
取
市
） 

　
３
　
松
本
　
光
弘
（
鳥
取
市
） 

　
４
　
山
部
　
敬
司
（
鳥
取
市
） 

　
５
　
森
本
　
崇
志
（
鳥
取
市
） 

　
６
　
谷
口
　
正
樹
（
鳥
取
市
） 

●
中
学
生
以
上\

歳
ま
で
の
女
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
３
Km) 

　
１
　
谷
口
　
沙
織
（
鳥
取
市
） 

　
２
　
北
尾
真
佑
子
（
鳥
取
市
） 

　
３
　
岸
本
　
美
咲
（
鳥
取
市
） 

　
４
　
水
上
友
里
絵
（
岡
山
県
） 

　
５
　
石
井
　
聖
子
（
鳥
取
市
） 

　
６
　
塩
川
　
和
子
（
兵
庫
県
） 

            

●
小
学
生
男
子
　
　
　 

（
３
Km) 

　
１
　
大
橋
　
和
弘
（
鳥
取
市
） 

　
２
　
石
田
　
憲
雅
（
鳥
取
市
） 

　
３
　
盛
田
　
智
紀
（
米
子
市
） 

　
４
　
雪
本
　
芳
輝
（
岡
山
県
） 

　
５
　
中
井
　
　
渉
（
兵
庫
県
） 

　
６
　
雪
本
　
正
輝
（
岡
山
県
） 

●
小
学
生
女
子
　
　
　 

（
３
Km) 

　
１
　
水
上
真
由
子
（
岡
山
県
） 

　
２
　
田
中
　
美
香
（
鳥
取
市
） 

　
３
　
田
淵
　
莉
子
（
八
頭
町
） 

　
４
　
高
橋
　
佳
純
（
八
頭
町
） 

　
５
　
山
本
　
　
望
（
鳥
取
市
） 

　
６
　
中
嶋
日
菜
子
（
八
頭
町
） 

八
頭
町

八
頭
町
フ
ル
ー
ツ
マ
ラ
ソ

フ
ル
ー
ツ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催

ン
大
会
開
催 
八
頭
町

八
頭
町
フ
ル
ー
ツ
マ
ラ
ソ

フ
ル
ー
ツ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催

ン
大
会
開
催 
八
頭
町
フ
ル
ー
ツ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催 

集
落
名

麻
　
生 

福
　
地 

福
　
地 

福
　
地 

野
　
町 

市
　
場 

市
　
場 

市
　
場 

上
大
坪 

稲
　
荷 

下
　
坂 

下
門
尾 

郡
家
東
区 

郡
家
東
区 

郡
家
東
区 

郡
家
西
区 

郡
家
西
区 

郡
家
西
区 

池
　
田 

池
　
田 

池
　
田 

久
能
寺 

久
能
寺 

　
　
塚 

土
師
百
井
二 

市
　
谷 

西
御
門 

  

大
　
江 

大
　
江 

大
　
江 

下
　
野 

下
　
野 

下
　
野 

下
　
野 

水
　
口 

船
岡
殿 

下
　
町 

坂
　
町 

坂
　
町 

坂
　
町 

坂
　
町 

坂
　
町 

上
　
町 

上
　
町 

下
　
濃 

下
　
濃 

坂
　
田 

坂
　
田 

坂
　
田 

破
　
岩 

隼
　
福 

西
　
谷 

見
　
槻 

  

下
日
下
部 

上
日
下
部 

上
日
下
部 

安
井
宿 

新
興
寺 

小
別
府 

才
代
一 

才
代
一 

才
代
二 

東
　
一 

岩
　
渕 

三
　
浦 

下
徳
丸 

下
徳
丸 

下
徳
丸 

重
　
枝 

上
　
南 

上
　
南 

北
　
山 

北
　
山 

北
　
山 

志
　
谷 

　
中
　 

日
　
田 

用
　
呂 

 

　

氏

名

 

西

尾

勇

男

 

福

本

信

一

 

大

野

昌

之

 

田

中

睦

治

 

平

尾

重

美

 

山

　

　

毅

 

荒

西

　

收

 

福

田

荘

吾

 

木

下

　

勲

 

西

村

壽

一

 

岸
　
本
　
徳
太
郎 

芦

田

和

一

 

村

上

治

郎

 

福

田

耕

作

 

沖

田

　

實

 

横

山

幸

美

 

横

川

輝

男

 

井

上

松

治

 

富

永

吉

男

 

上

嶋

哲

一

 

富

永

　

功

 

森

田

　

昇

 

小

林

良

實

 

吉

田

　

靖

 

森

木

實

男

 

下

田

英

治

 

高

木

　

寛

 
  

下

田

　

宏

 

風

坂

圭

二

 

前

田

喜

一

 

林

　

憲

司

 

浦

林

鶴

雄

 

田

中

淳

三

 

山

本

春

美

 

高

木

純

一

 

山

岡

　

功

 

生

駒

　

浩

 

小

嶋

實

秋

 

小

河

孝

行

 

高

木

久

夫

 

下

田

厚

孝

 

山

下

　

淑

 

中

原

博

行

 

小

嶋

重

視

 

小
　
河
　
壽
賀
男 

大

川

邦

義

 

松

本

　

收

 

田

中

行

男

 

小

寺

政

味

 

歳

岡

幸

治

 

福

田

芳

味

 

山

根

　

保

 

毛
　
利
　
惇
太
郎 

  

木

原

義

治

 

南

口

雅

人

 

西

川

伯

良

 

内

田

辰

男

 

藤

田

信

義

 

田

中

利

之

 

保

木

本

優

 

西

浦

　

哲

 

川

西

勝

美

 

松

田

則

正

 

山

　

敏

明

 

保
木
本
　
恭
　
之 

西

尾

純

一

 

田

中

行

省

 

山

根

一

也

 

盛

本

　

實

 

宮

木

道

幸

 

田

中

良

雄

 

稲

田

　

力

 

森

田

　

薫

 

小

林

錬

一

 

川
　
尻
　
壽
賀
雄 

山
　
根
　
土
喜
男 

小

林

彰

一

 

矢

部

　

淳
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　"

月(

日
（
木
）
八
東
体
育
文

化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
金
婚
記
念

祝
賀
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
は
、
め
で
た
く
金
婚
を
迎

え
ら
れ
たe

組
の
ご
夫
婦
を
お
招

き
し
ま
し
た
。
平
木
町
長
か
ら
の

お
祝
い
の
こ
と
ば
の
あ
と
、
祝
詞

と
記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、
ご

来
賓
の
方
が
た
か
ら
祝
辞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
金
婚
者
を

代
表
し
森
田
　
薫
さ
ん
が
謝
辞
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
よ
き
日
を
迎
え
ら
れ
た
み
な
さ

ん
、
こ
れ
か
ら
も
仲
睦
ま
じ
く
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た 

　
　
　
　
ご
夫
妻
（
敬
称
略
） 

（
郡
家
地
域
） 

（
船
岡
地
域
） 

（
八
東
地
域
） 

　
国
民
年
金
は
、
国
が
責
任
を
持
っ

て
運
営
す
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。

日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る+

歳
か

らS

歳
ま
で
の
人
が
加
入
す
る
こ
と

に
な
っ
て 

い
ま
す
。 

　
自
営
業
者
、学
生
な
ど
は「
第
１
号

被
保
険
者
」に
、サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
公

務
員
は
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
に
加

入
す
る
と
同
時
に「
第
２
号
被
保
険

者
」に
、第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
配
偶
者
は
「
第
３
号
被
保

険
者
」
に
な
り
ま
す
。 

 

　
国
民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
は
、

や
が
て
お
訪
れ
る
長
い
老
後
の
収
入

を
国
が
約
束
し
て
く
れ
る
年
金
制
度

で
す
。 

　
ま
た
、
国
民
年
金
は
、
老
後
の
保

障
だ
け
で
は
な
く
、病
気
や
け
が
で

障
害
が
残
っ
た
と
き
や
、)

歳
未
満

の
子
ど
も
を
残
し
て
父
親
が
亡
く
な

っ
た
と
き
な
ど
に
も
年
金
を
支
給
し

て
、思
い
が
け
な
い
人
生
の「
万
一
」も

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。 

 

　
加
入
手
続
き
は
、
第
１
号
被
保

険
者
は
市
区
町
村
役
場
で
、
第
３
号

被
保
険
者
は
配
偶
者
の
勤
務
先
な
ど

を
経
由
し
て
行
い
ま
す
。
第
２
号
被

保
険
者
は
厚
生
年
金
保
険
な
ど
の
加

入
手
続
き
に
合
わ
せ
て
行
う
の
で
、

個
別
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
第
１
号
被
保
険
者
と
な
る
方
は
、

+

歳
に
な
っ
た
ら
忘
れ
ず
に
加
入
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
学
生
で
あ
る
場
合
な
ど
、

収
入
が
少
な
い
た
め
に
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
で
き
な
い
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
・

免
除
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
（「
学

生
納
付
特
例
制
度
」「
若
年
者
納
付

猶
予
制
度
」「
保
険
料
免
除
（
半
額
・

全
額
）
制
度
」）。
こ
の
申
請
を
行
わ

な
い
ま
ま
、
国
民
年
金
保
険
料
が
未

納
と
な
っ
て
い
る
と
、
万
一
の
と
き

に
障
害
年
金
が
受
け
取
れ
な
い
な
ど

思
わ
ぬ
事
態
を
招
き
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。 

　
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
福
祉
課
（
支

所
住
民
生
活
課
）、
鳥
取
社
会
保
険

事
務
所
1（
０
８
５
７
）
27
―

８
３
１

１
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

新
成
人
の
皆
さ
ん
、国
民
年
金
の 

加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う 

来
年
度
の
金
婚
記
念
祝
賀
式
対
象
者
の
お
知
ら
せ 

　
来
年
度
は
、
合
併
に
伴
い
ま
す
婚
姻
期
間
の
調
整
の
た
め
、
昭
和6

年

４
月
１
日
か
ら
昭
和7

年
３
月6

日
の
間
に
婚
姻
さ
れ
た
、
郡
家
地
域
、

八
東
地
域
の
方
を
対
象
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
船
岡
地
域
で
は
、
本
年
度
、
昭
和6

年
４
月
１
日
か
ら
昭
和7

年
３
月

6

日
の
間
に
婚
姻
さ
れ
た
方
に
、
ご
出
席
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
ご

承
知
く
だ
さ
い
。 
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八頭町宮谷256－4 

八頭町船岡539－1 

八頭町才代131

1（0858）72－6660 
1（0858）72－3970 
1（0858）84－3001

町立郡家図書館 
船岡公民館図書室 
八東公民館図書室 

八頭町 
図書館（室）情報 

新しく入った本 
郡家・船岡・八東 どこからでもご利用いただけます。 

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20

フリーターの法律相談室  
禁煙ファシズムと戦う 
自然力を生かす農家の技術早わかり事典  
いますぐ始められる、カンタン！スキーレッスン 
きれいな言葉づかいと好感度アップの敬語  
スープ・オペラ 
ツキコの月 
水滸伝 19 
汝らその総ての悪を 
山内一豊と千代 
ウィーンの冬 
暁のひかり 
すべては海になる 
彰義隊 
王国 　その３ 　 
息子たちと私 
ハワイで大の字 
こまった人  
マンモス・ハンター 上 ・中・下 
デセプション・ポイント 上・下 

井上　幸夫  
小谷野　敦  
農山漁村文化協会 
マルティン・グガニック 
杉本　祐子  
阿川佐和子  
伊集院　静  
北方　謙三  
倉阪鬼一郎  
篠　綾子 
春江　一也 
藤沢　周平 
山田あかね 
吉村　昭  
よしもとばなな  
石原慎太郎  
小栗左多里＆トニー・ラズロ 
養老孟司  
ジーン・アウル 
ダン・ブラウン 

1 
2 
3

宮里藍物語 
科学で遊ぼ台所は実験室 
はつてんじん 

本郷　陽二 
江川多喜雄 
川端　誠 

一　般 

1 
2 
3

このライトノベルがすごい！ 2006 
フルメタル・ビューティー！ １ 
あおぞら 

宝島社 
花形みつる 
星野　夏 

ヤングアダルト 

児童・えほん 

八頭町山村開発センター図書室 
ただいま開設準備中 

　町では平成18年度八頭町山村開発センター図書室
の開館を目指し、平成17年11月９日より改修工事を
開始し、図書関係の準備を行っています。 
　場所は旧八東町山村開発センター大集会室です。 
　多くの方に、利用していただける図書室にしてい
きたいと考えています。 

町成人式で新成人に 
「読書のすすめ」リーフレットを贈る 
　若い人たちに活字離れが進ん
でいると言われています。 
　町立図書館では、（社）読書推
進運動協議会から右のリーフレ
ットを取り寄せて、１月３日開
催される八頭町成人式で新しく
成人になられる方々に読書に親
しんでもらうことを願ってこの
リーフレットを贈ります。 
　この中には、若い人たちに読
んでほしい24冊が紹介されてい
ます。リーフレットは、郡家・
船岡・八東の図書館（室）にも置
いています。 

休館日　　　開館時間　10：00～18：00

郡家図書館　おはなし会（15:00～） 

日 月 火 水 木 金 土 
土 

１月のカレンダー 

1 2 3 4 5 6 7 

8 9 10 11 12 13 14 

15 16 17 18 19 20 21 

22 23 24 25 26 27 28 

29 30 31

 

郷土に関する図書・資料の寄贈をお願いします 

　郷土に関する本や資料は、個人出版のものであ
ったり、発行部数が少なかったりで、図書館への
収集がなかなか困難です。ご自宅に鳥取県や八頭
町に関するもので、図書館（室）に寄贈してもよい
本がありましたら、ぜひご連絡ください。 
 
＊郡家図書館には、船岡・八東地域の資料が特に
不足していますので、ご協力をお願いします。 

年始は１月４日（水）から開館します 

八頭町山村開発センターの全景 

平成17年  国勢調査結果 
5,4815,4815,481世帯 19,43219,43219,432 人 世帯数 総人口 

速  

報 

鳥取県及び県内各市町村の国勢調査結果速報につきましては、鳥取県 統計課のホームページでみる
ことができます。 
（http://www.pref.tottori.jp/tokei1/kokusei2005/sokuhou.htm）まで、アクセスしてみてください。 

＊昭和60年～平成12年の結果は旧３町分を合算して算出しています。 

地域別人口 

（　　）は平成12年　 
国勢調査結果との比較 

郡家 

船岡 

八東 

10,136人 

4,220人 

5,076人 

(＋127) 

(－444) 

(－496)

4,797人 

2,008人 

2,437人 

(－ 22) 

(－229) 

(－227)

5,339人 

2,212人 

2,639人 

(＋149) 

(－215) 

(－269)

2,871世帯 

1,166世帯  

1,444世帯 

(＋164) 

(－25) 

(－9)

地域名 総人口 男 女 世帯数 

昭和60年 
国勢調査 

平成２年 
国勢調査 

平成７年 
国勢調査 

人口・世帯数推移 

平成12年 
国勢調査 

平成17年 
国勢調査 

5,600 

5,600 

5,600 

5,600 

5,600 

5,600 

5,600 

5,600 

5,600 

5,600

25,000 

20,000 

15,000 

10,000 

5,000 

0

　平成17年10月１日現在で実施されました国勢調査にご協力いただ
き、ありがとうございました。現在、集計作業がすすめられていま
すが、ここでは八頭町の人口・世帯数を速報としてお知らせいたし
ます。 

　今回の調査を集計した結果、町の人口は19,432人（男性：9,242人、女性：10,190人）、世帯数は
5,481世帯でした。 
　前回の平成12年と比較すると、人口が813人減少し、世帯数が130世帯増加しました。 
　なお、今回お知らせした人口と世帯数は、八頭町の集計によるもので、今後、総務省統計局の公
表結果とは異なる場合があります。 

10,543 10.252 9,970 9,720 9,242

10.190

11,017

5,002

10,839

5,027

5,150

10,836
5,351

女性 男性 世帯数 

10,525

5,481

21,560人 21,091人 20,806人 20,245人 

19,432人 
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保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 
保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 
保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

72
―
３
５
６
６  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

72
―
３
５
６
５ 

郡
家
保
健
セ
ン
タ
ー 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

73
―
０
６
７
０  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

73
―
０
７
４
１ 

船
岡
保
健
セ
ン
タ
ー 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

84
―
１
２
３
４  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

84
―
１
２
３
５ 
八
東
保
健
セ
ン
タ
ー 
連絡先 

年
末
年
始
・
あ
な
た
の 

か
ら
だ
は
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
！？ 

広
げ
よ
う
、献
血
の
輪
！ 

〜
み
な
さ
ん
の
善
意
に
よ
る
無
償
の
献
血
が
、 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貴
い
命
を
救
い
ま
す
〜 

　
寒
さ
が
厳
し
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
体
調
を
崩
さ
れ
た

り
、
風
邪
を
ひ
い
て
薬
を
飲
ん
で
い
る
な
ど
に
よ
り
、
献
血
に
ご

協
力
い
た
だ
け
る
方
が
減
少
す
る
た
め
、
血
液
不
足
が
起
こ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

　
場
所
・
時
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

初
め
て
の
方
は
、
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
、
パ
ス
ポ
ー

ト
な
ど
の
氏
名
、
生
年
月
日
が
確
認
で
き
る
も
の
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。 

　
い
ろ
い
ろ
な
行
事
で
集
う
機
会

が
多
く
な
る
時
期
、
か
ら
だ
の
外

（
付
き
合
い
）
も
内
（
胃
や
肝
臓

な
ど
の
内
臓
）
も
大
忙
し
で
す
ね
。

気
持
ち
よ
く
過
ご
す
た
め
に
次
の

こ
と
に
心
が
け
て
み
ま
し
ょ
う
。 

   

肥
満
に
気
を
つ
け
よ
う
！ 

　
若
い
時
に
比
べ
お
腹
周
り
が
気

に
な
っ
て
い
る
人
、
活
動
量
が
減

っ
て
い
る
人
、
食
べ
る
量
は
同
じ

に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
食
べ
方

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

       

・
朝
食
は
必
ず
食
べ
て
い
ま
す
か
？ 

・
好
き
嫌
い
は
な
い
で
す
か
？
　 

・
外
食
や
、
お
惣
菜
の
弁
当
を
よ

く
食
べ
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

・
夜
、
遅
い
食
事
や
、
夕
飯
に
油

も
の
を
摂
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

・
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
を
た
く
さ
ん

飲
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？ 

         

   

こ
れ
に
当
て
は
ま
る
人
は
、
油
断

大
敵
で
す
。
自
分
の
食
事
内
容
の

点
検
と
体
重
測
定
で
、
体
重
増
に

な
ら
な
い
よ
う
努
力
し
ま
し
ょ
う
。 

          
肝
臓
を
い
た
わ
る 

 
ア
ル
コ
ー
ル
の
摂
り
方 

　
普
段
よ
り
も
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲

む
機
会
が
増
え
る
こ
の
時
期
、
肝

臓
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。
な

ぜ
な
ら
、
肝
臓
は
ア
ル
コ
―
ル
の

分
解
を
最
優
先
し
て
し
ま
い
、
通

常
の
代
謝
に
異
常
を
来
し
て
し
ま

う
の
で
す
。 

　
そ
こ
で
、
お
酒
と
上
手
に
付
き

合
う
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。 

・
楽
し
い
雰
囲
気
で
時
間
を
か
け

て
ゆ
っ
く
り
飲
む
。
　 

・
食
べ
な
が
ら
飲
む
。 

・
ア
ル
コ
ー
ル
の
度
数
の
高
い
お

酒
は
薄
め
て
飲
む
。
　
　 

・
一
回
の
飲
酒
目
安
量
は
、
ビ
ー

ル
な
ら
大
瓶
１
本
、
日
本
酒
な

ら
１
合
で
す
。
　 

・
休
肝
日
（
週
一
回
、
で
き
れ
ば

続
け
て
２
日
間
）
を
も
つ
。 

   

お
つ
ま
み
選
び
の
ポ
イ
ン
ト 

・
た
ん
ぱ
く
質
（
肉
、
魚
、
卵
、

大
豆
製
品
、
乳
製
品
）
を
し
っ

か
り
と
。
　
　
　
　
　
　
　 

・
野
菜
、
い
も
類
、
果
物
を
選
ぶ 

・
揚
げ
物
を
控
え
る
。
　
　
　
　 

・
辛
い
も
の
、
味
付
け
の
濃
い
も

の
を
避
け
る
。 

【
手
軽
に
で
き
る
お
つ
ま
み
】 

 

○
豆
腐
サ
ラ
ダ 

野
菜
サ
ラ
ダ
に
角
に
切
っ
た
豆

腐
を
加
え
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を

か
け
る
。（
野
菜
に
た
ん
ぱ
く

質
の
豆
腐
が
プ
ラ
ス
で
き
ま
す
。） 

 

○「
さ
ん
ま
の
蒲
焼
」の
缶
詰
を 

　
使
っ
て 

さ
ん
ま
の
蒲
焼
缶
詰
を
皿
に
の

せ
、
上
か
ら
お
好
み
で
大
根
お

ろ
し
を
盛
り
ま
す
。（
缶
詰
の

汁
気
で
味
を
加
え
な
く
て
も
お

い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。） 

 

ぜ
ひ
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

90120－270－249
やず電話健康相談 

献
血
（
２
０
０
ml
、
４
０
０
ml
）
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

 

平
成
18
年
１
月
24
日
（
火
）は
船
岡
地
域
で
行
い
ま
す 

 

平
成
18
年
１
月
24
日
（
火
）は
船
岡
地
域
で
行
い
ま
す 

　
受
　
付 

北
村
き
の
こ
園 

大
西
コ
ル
ク 

八
頭
町
役
場
船
岡
庁
舎 

三
光
電
機 

ト
ス
ク
船
岡
店 

船
岡
保
健
セ
ン
タ
ー 

 

‥
‥
‥
‥
‥
‥ 

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥ 

‥
‥
‥ 

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥ 

‥
‥
‥
‥
‥
‥ 

‥
‥
‥
‥  

8
時
45
分
〜
10
時
00
分 

10
時
30
分
〜
11
時
15
分 

12
時
15
分
〜
13
時
00
分 

13
時
20
分
〜
13
時
50
分 

14
時
10
分
〜
14
時
45
分 

15
時
00
分
〜
15
時
45
分 

お願い 

１月の保健事業 １月の保健事業 １月の保健事業 

10 

11
 

 

12 
 

13 

16 

 

17 

 

18 

 

19 
 

23 

24 

26 
 

27 

30 

31

幼児教室 

健診結果相談会 

健診結果相談会 

水中運動教室 

２歳児歯科健診 

糖尿病予防教室 

一般健康相談 

心の健康相談 

育児相談 

さわやか体操教室 

健診結果相談会 

健診結果相談会 

水中運動教室 

５歳児健診 

一般健康相談 

健診結果相談会 

水中運動教室 

３歳児健診 

高脂血症予防教室 

一般健康相談 

さわやか体操教室 

9:30～11:30 

9:30～10:30 

13:30～14:30 

10:30～11:45 

受付 12:45～13:00 

10:00～13:00 

9:30～11:00 

9:30～11:00 

9:30～11:30 

14:00～15:00 

9:30～10:30 

13:30～14:30 

10:30～11:45 

受付 12:30～12:45 

9:30～11:00 

9:30～11:00 

10:30～11:45 

受付 12:30～12:45 

10:00～11:00 

9:30～11:00 

14:00～15:00

郡家保健センター 

国中改善センター 

上私都改善センター 

八東保健センター 

郡家保健センター 

郡家保健センター 

郡家保健センター 

郡家保健センター 

船岡保健センター 

郡家保健センター 

中私都改善センター 

下私都改善センター 

八東保健センター 

郡家保健センター 

八東保健センター 

郡家保健センター 

八東保健センター 

郡家保健センター 

八東保健センター 

船岡保健センター 

船岡保健センター 

１歳２ヶ月～１歳４ヶ月児 

11/25基本健診受診者 

11/29基本健診受診者 

一般 

２歳～２歳２ヶ月児 

一般 

一般 

精神障害者等 

乳幼児等 

一般 

12/６基本健診受診者 

12/15基本健診受診者 

一般 

５歳児 

一般 

12/16、20、21基本健診受診者 

一般 

３歳児 

一般 

一般 

一般 

火 

水
 

 

木 
 

金 

月 

 

火 

 

水 

 

木 
 

月 

火 

木 
 

金 

月 

火 

日 曜日 内  容 時  間 場  所 対  象 

無料（フリーダイヤル）で相談できます。 
24時間年中無休です。プライバシーは厳守
されますので、安心してご利用下さい。 



16YAZU 
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2006.1 2006年  1月号 2006年  1月号 

いのち・愛・人権 

りんぽかん 
船岡文化センター 
73-00300030

船岡文化センター 
73-0030

八東隣保館八東隣保館 
84-34963496
八東隣保館 
84-3496

郡家隣保館郡家隣保館 
72-26722672
郡家隣保館 
72-2672

八頭町 
第９号 

 

▲保育園児の発表 

 

隣
保
館
　
り
ん
ぽ
か
ん 

　
同
和
地
区
お
よ
び
そ
の
周
辺
地

域
の
住
民
を
含
め
た
地
域
社
会
全

体
の
中
で
、〈
福
祉
の
向
上
や
人

権
啓
発
の
た
め
の
住
民
交
流
の
拠

点
と
な
る
地
域
に
密
着
し
た
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
）
と
し
て
、
生
活
上
の
各
種

相
談
事
業
を
は
じ
め

社
会
福
祉
等
に
関
す

る
総
合
的
な
事
業
及

び
国
民
的
課
題
と
し

て
の
人
権
・
同
和
問

題
に
対
す
る
理
解
を

深
め
る
た
め
の
活
動

を
行
い
、
も
っ
て
地

域
住
民
の
生
活
の
社

会
的
、
経
済
的
、
文

化
的
改
善
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
人
権
・

同
和
問
題
の
速
や
か

な
解
決
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
〉（
厚
生

省
事
務
次
官
通
知
隣
保
館
設
置
運

営
要
綱
）
と
し
て
い
る
。 

  

同
和
対
策
審
議
会
答
申 

ど
う
わ
た
い
さ
く
し
ん
ぎ
か
い
と
う
し
ん 

　
１
９
６
５
年
（
昭
和?

年
）
８

月"

日
、
同
和
対
策
審
議
会
か
ら

内
閣
総
理
大
臣
あ
て
に
「
同
和
地

区
に
関
す
る
社
会
的
経
済
的
諸
問

題
を
解
決
す
る
た
め
の
基
本
方
策
」

に
つ
い
て
答
申
し
た
。 

　
そ
の
中
で
は
、
部
落
差
別
の
本

質
を
示
す
と
と
も
に
、
同
和
問
題

の
解
決
を
国
の
責
務
と
明
記
し
て

い
る
。
１
８
７
１
年
（
明
治
４
年
）

の
解
放
令
が
中
身
を
伴
わ
ず
、
そ

の
後
、
同
和
地
区
住
民
に
市
民
的

権
利
を
保
障
す
る
行
政
施
策
が

お
ろ
そ
か
に
さ
れ
て
き
た
。
政

府
機
関
の
審
議
会
が
、
こ
の
答

申
を
出
し
た
こ
と
は
重
大
な
意

義
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。 

　
こ
の
答
申
は
、 

　
前
文 

第
１
部･

同
和
問
題
の
認
識 

第
２
部･

同
和
対
策
の
経
過 

第
３
部･

同
和
対
策
の
具
体
案 

結
語
か
ら
な
っ
て
お
り
、
特
に

結
語
で
は
、
同
和
対
策
の
た
め

の
法
律
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ

て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
１
９

６
９
年
（
昭
和C

年
）
７
月!

日
、「
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置

法
」
が
制
定
さ
れ
た
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
国
が
本
格
的
に

同
和
対
策
に
取
り
組
む
よ
う
に
な

っ
た
背
景
に
は
、
１
９
２
２
年
（
大

正"

年
）
以
来
の
部
落
解
放
運
動

の
大
き
な
力
が
あ
っ
た
こ
と
を
見

の
が
せ
な
い
。 

豆辞典 豆辞典 

知っていますか？ 知っていますか？ 知っていますか？ 

第
20
回
郡
家
地
域
部
落
解
放
文
化
祭
を
開
催 

12
月
2
日（
金
）か
ら
4
日（
日
）
　
〔
４
日
の
隣
保
館
で
の
各
種
発
表
〕 

「
生
活
発
表
」 

　
郡
家
地
域
全
７
保
育
所
の
中
か

ら
約]

名
の
園
児
が
、「
う
ま
れ

た
町
ふ
る
さ
と
」

の
歌
に
合
わ
せ
て

小
さ
な
か
ら
だ
全

体
で
手
話
を
す
る

姿
は
、
場
内
を
感

動
の
渦
に
巻
き
込

み
ま
し
た
。
そ
し
て
、

「
今
私
た
ち
に
で

き
る
こ
と
、や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
」を
そ
っ
と

教
え
ら
れ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
し
た
。 

「
芸
能
発
表
」 

  

解
放
運
動
の
母
の
思
い

を
歌
に
乗
せ
て
『
母
は
闘

わ
ん
』
を
、
大
正
琴
演
奏

で
『
上
を
向
い
て
歩
こ
う
』

他
、
コ
ー
ラ
ス
で
『
ビ
リ

ー
ブ
』
他
と
三
団
体
の
発

表
を
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、+

回
を
記
念

し
て
二
代
目 

中
西
梅
月

一
座
に
よ
る
『
山
陰
地

方
民
謡
の
数
々
』
で
は
、
歌
・

踊
り
等
で
節
目
に
華
を
添

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　「
意
見
発
表
」 

　
小
・
中

学
生
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
婦

人
会
、
町

議
会
議
員
、

町
職
員
と

そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で

の
意
見
・

体
験
を
発

表
し
て
い

た
だ
き
ま

し
た
。 

「
も
ち
つ
き
・
バ
ザ
ー
」 

　
つ
き
た
て
も
ち
の
無
料

振
る
舞
い
、
カ
レ
ー
・
お

で
ん
・
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
等

の
温
か
い
物
を
格
安
で
提

供
し
、
寒
い
中
の
来
館
者

を
も
て
な
し
ま
し
た
。 

「
趣
味
の
力
作
」 

　
集
会
所
は
、
大
人
の
作
品
で
ち

ぎ
り
絵･

絵
画･

手
芸･

生
花
等
、

忙
し
い
合
間

を
ぬ
っ
て
完

成
さ
せ
た
作

品
の
数
々
で

と
こ
ろ
狭
し

と
埋
め

尽
く
さ

れ
て
い

ま
し
た
。 

作
品
展
〔
２
日
か
ら
４
日
〕 

「
学
習
の
成
果
」 

　
児
童
館
は
保
育
所
の
園
児
が
「
親

子
の
絆
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
紙
で

作
っ
た
動
物
の
親
子
、
家
庭
で
の

ふ
れ
あ
い

写
真
の

数
々
。
小

学
生
の
折

り
鶴
を
並

べ
て
か
た

ど
っ
た
刑

冠
旗
、
人

権
を
テ
ー

マ
に
し
た
絵
と
こ
と
ば
で
つ
づ
っ

た
人
権
カ
ル
タ
を
。
ま
た
、
中
学

生
は
秋
に
開
催
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
の
学
習
の
ま
と
め
を
。 

　
そ
れ
ぞ
れ
一
年
間
の
学
習
の
成

果
を
会
場
一
杯
に
展
示
し
ま
し
た
。 

「
学
習
発
表
」 

　
東
西
の
小
学
生

は
、
合
同
で
地
区

学
習
会
を
と

お
し
て
の
思

い
を
一
人
ひ

と
り
が
声
に

し
て
、
ま
た

中
学
生
は
、「
わ

た
し
の
い
も

う
と
」
と
い

う
イ
ジ
メ
を

テ
ー
マ
に
し

た
話
を
紙
芝
居
に
し
て
、
相

手
を
思
い
や
る
こ
と
の
意
義

深
さ
を
訴
え
ま
し
た
。 

 「
人
権
劇
」 

　
西
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
人
権
劇
で
、

日
常
生
活
の
何
気
な
い
会
話

や
行
動
が
、
知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
差
別
性
を
温
存
さ

せ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、

間
違
い
は

正
し
て
い

く
こ
と
が

第
一
歩
で

あ
る
、と

そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
訴
え

て
い
ま
し
た
。 

▲東西小学生の発表 

▲コーラス 

▲大正琴の演奏 

▲PTA人権劇 ▲もちつき 

▲集会所のようす 

▲児童館のようす 

　
人
権
・
同
和
問
題
交
流
学
習
会

は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
と
し
て!

年
く

ら
い
前
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
最

初
は
、
地
区
保
護
者
と
安
部
小
学

校
保
護
者
の
交
流
会
で
し
た
。
安

部
小
学
校
区
に
は
、
同
和
地
区
が

な
い
こ
と
か
ら
、
直
接
、
地
区
の

人
と
話
し
合
い
た
い
と
の
希
望
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

　
今
回
は
、
丹
比
・

八
東
・
安
部
小
学
校

と
八
東
中
学
校
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
同
和
教
育
推
進

部
員
と
教
師
、
隣
保

館
職
員
と
合
わ
せ
て

1

名
で
交
流
会
を
も

ち
ま
し
た
。 

　
ま
ず
、「
今
で
も

結
婚
差
別
が
あ
り
、

そ
の
こ
と
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
し
て
ほ

し
い
」
と
橋
本
隣
保

館
長
よ
り
問
題
提
起

が
あ
り
ま
し
た
。 

　
話
し
合
い
の
中
で
、

同
和
地
区
と
地
区
外

の
結
婚
に
つ
い
て
、

地
区
出
身
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
か
ど
う
か
が
中
心
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。
地
区
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
は
と
て
も
重
い
問
題

で
す
。
結
婚
は
両
性
の
合
意
の
み

に
基
づ
く
と
憲
法
で
定
め
ら
れ
て

い
る
が
、
そ
の
こ
と
だ
け
で
成
り

立
た
な
い
こ
と
が
多
い
。 

　
そ
こ
に
は
差
別
が
大
き
く
立
ち

は
だ
か
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
、
地

区
出
身
で
あ
る
こ
と
が
結
婚
の
妨

げ
に
な
る
の
か
同
和
問
題
を
正
し

く
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

　
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
１

つ
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
三
つ
の
立

場
で
意
見
交
換
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

①
地
区
を
明

ら
か
に
し
て

結
婚
を
す
る

場
合 

　
明
ら
か
に

す
る
と
い
う

こ
と
は
つ
ら

い
部
分
が
あ

り
簡
単
に
で

き
る
こ
と
で

は
な
い
が
、

そ
れ
を
し
な

く
て
は
な
ら

な
い
と
い
う

強
い
思
い
が

そ
う
さ
せ
て

い
る
。 

し
か
し
、
後
で
問
題
が
起
き

る
と
い
け
な
い
の
で
明
ら
か
に
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
対
等
な
結
婚

と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
い

う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

②
地
区
を
明
ら
か
に
せ
ず 

　
　
　
　
　
結
婚
を
す
る
場
合 

　
自
分
の
体
験
か
ら
、
結
婚
に
際

し
て
あ
ら
た
め
て
地
区
出
身
と
い

う
こ
と
を
言
わ
な
か
っ
た
し
、
相

手
か
ら
聞
か
れ
た
こ
と
も
な
か
っ

た
。
ま
た
、
同
和
問
題
を
知
ら
な

い
人
に
言
う
必
要
も
な
い
と
い
う

意
見
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

③
地
区
を
隠
し
て
結
婚
す
る
場
合 

　
結
婚
後
も
常
に
心
配
し
な
が
ら

生
活
す
る
こ
と

の
苦
し
さ
が
あ

る
。 

た
と
え
隠
し
て

結
婚
し
て
も
、

隠
す
こ
と
、
言

わ
な
い
こ
と
が

決
し
て
悪
い
こ

と
だ
と
思
わ
な

い
で
ほ
し
い
と

い
う
意
見
や
、

絶
対
隠
し
通
す

こ
と
は
で
き
な

い
と
い
う
意
見

な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
考
え
方
が

あ
り
ま
し
た
。 

　
全
体
的
な
意
見
と
し
て
、
結
婚

は
二
人
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

世
間
と
の
し
が
ら
み
が
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
世
間
と
い

う
得
体
の
知
れ
な
い
も
の
に
惑
わ

さ
れ
、
偏
見
を
も
ち
、
差
別
し
て

し
ま
う
。
こ
れ
が
結
婚
差
別
の
根

源
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

八東隣保館・交流会 

「結婚は、地区を明らかに 
           するか・しないか」 
「結婚は、地区を明らかに 
           するか・しないか」 
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○所得税・町県民税・国民健康保険税の申告について 
　所得税は、1年間の所得を翌年の確定申告時期に申告し、納税することになっています。また、所得税は
かからなくても、町県民税や国民健康保険税の計算のために、確定申告相談を受付けます。 
 平成17年分の所得申告期間は、２月16日（木）から３月15日（水）までとなっています。 
　この1年間に生じた所得を正しく計算して申告していただくために、収入金額や必要経費の分かる書類を
お持ちください。 
※書類のない方は、直接税務署へ出かけて申告をしていただくことになります。 
　なお、未申告の方や期間を過ぎてから申告されますと、加算税がかかったり国民健康保険税の軽減措置が
受けられなかったりする場合がありますので、必ず期間内に申告をすませてください。  

 
○サラリーマンの還付申告はお早めに 
　サラリーマンや年金収入だけの方でも、次のような場合には申告をすると源泉徴収された所得税が還付さ
れることがあります。 
 １. 住宅ローンなどを利用して、マイホームを新築・購入・増改築したとき 
 ２. 自分や家族の病気、けがなどにより多額の医療費を支払った場合 
 ３. 火災、風水害などで住宅や家財に損害を受けたとき 
 ４. 年の中途で退職し、再就職していない場合 
　確定申告期間は２月16日からですが、サラリーマンなどの還付申告は１月から税務署で受け付けます。早
めに申告すれば還付も早くなります。 
　申告用紙は税務課及び各支所住民生活課に用意しています。 
 
○農業所得の計算方法 
　農業所得の計算方法は収支計算方式（農業収入－必要経費＝農業所得）になっています。 
１. 収入金や支払金額の分かる書類の確認 
２. 収入・支出（経費）などの記帳、集計 
３. 収支内訳書の作成  
　など、確定申告の準備をしておいてください。 
　野菜・果樹などの共同販売、市場出荷、百円市などにより収入がある場合も収支計算が必要です。 
　申告準備のための書類は税務課及び各支所住民生活課に用意していますので、活用してください。 
 
○国民年金保険料の「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が必要です 
　平成17年分の申告より「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が必要になりました。 
 
　※申告相談の詳細日程は広報２月号に掲載します。 
  
※国税庁ホームページで所得税や消費税の確定申告書等が 
　作成できます 
　【国税庁ホームページ】 http://www.nta.go.jp/

確定申告は正しくお早めに 確定申告は正しくお早めに 確定申告は正しくお早めに 

税務課　  　　　　　　TEL（76）0204  
船岡支所  住民生活課　TEL（72）0144 
八東支所  住民生活課　TEL（84）1220

問い合わせ 問い合わせ 

積雪時の水道メーターの検針について（お願い） 

除雪作業にご協力を 

　いよいよ雪のシーズンが近づいてきました。
町としても、除雪計画を策定し体制を整えてい
るところですが、次のことに注意していただき、
円滑な除雪作業ができるようみなさまのご理解
とご協力をお願いします。 
 
１．除雪車により順次各路線を除雪してい
きますが、降雪量により除雪が遅れるこ
とがあります。みなさまのご理解をお願
いします。 
 
２．作業中又は走行中の除雪車には近づか
ないでください。また、路上駐車や路上
放置車は、除雪作業の妨げになり、町民
全体の迷惑になりますので、路上駐車や
路上放置車は絶対しないようご協力をお
願いします。除雪の支障となる場合、除
雪しないこともありますので、ご承知く
ださい。 

３．「家の前を苦労して雪かきしたのに、除雪
車が来て雪を積み上げていく」等の苦情が寄
せられます。家屋が密集している道路ではや
むを得ない場合がありますので、ご理解をお
願いします。 

 
【除雪に関するお問い合わせ】 
 （郡家地域）役場建設課　　　　  176－ 0206 
 （船岡地域）船岡支所建設水道課  172－ 3973 
 （八東地域）八東支所建設水道課  184－ 1228

　毎月１日から10日の間、各地域で検針員が水道
メーターの検針を行っています。 
　積雪時には、メーターボックスの場所が見つか
りにくく、定期的な検針の妨げとなることがあり
ますので、水道メーター周辺の雪かきについての
ご協力をお願いします。 
　また、以下の点にもご注意ください。 

・メーターボックスの上に物を置かないよう
にしてください。 
・犬は出入り口や、水道メーターから離れた
場所につないでおいてください。 

 
 
水道管を凍らせないようにしましょう！！ 
　気温がマイナス４℃以下になると、防寒の不完
全な水道管は凍ったり、破裂したりします。冬季
は必ず防寒しましょう。夜間に少しずつ水を流す
のも凍結の予防になります。 

凍りやすい水道管 
　①管がむき出しになっているもの 
　②屋外にあるもの 
　③風当たりの強いところにあるもの 
 
水道管が凍って水が出ないとき 
　自然に解けるのを待つか、凍った部分にタオ
ルをかぶせて、その上からゆっくりぬるま湯を
かけて温めます。熱湯を直接かけると破裂する
場合があります。 
　水道管が破裂したら、止水栓を閉めるなどの
応急手当をしてから、八頭町指定給水装置工事
事業者へ修理を申し込みください。 
 
【水道に関するお問い合わせ】 
　上下水道課　上水道係　176－0207
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環境保全！ 
地球環境！ 

環境保全！ 
地球環境！ 

環境保全！ 
地球環境！ 

環境保全！ 
地球環境！ お知らせ 

とっとり就職フェア2006・2月 みんなで考えよう 

            みんなで実行しよう 

八頭町環境方針 

　対象製品を未点検のままご使用になりますと、一
酸化炭素を含む排気ガスが室内に漏れ出し、場合に
よっては死亡事故に至るおそれがあります。 
　ついては、ご使用のＦＦ式石油温風機及び石油フ
ラットラジアントヒーターの品番をご確認いただき、
該当する製品をご使用のお客様は、ご使用を中止す
るとともに購入店または下記の連絡先までご連絡願
います。（無料で点検・部品交換いたします） 

○対象品番 

【ご連絡先】 
　松下電器産業株式会社 
　フリーダイヤル　0120－872－773 
    受付時間　土曜・日曜・祝日を含む24時間 

・FF式石油温風機  
　（1991～1992年製造） 
　OK-302B､OK-303B  
　OK-402B､OK-403B  
・FF式石油温風機   
　（1985～1991年製造） 
　OK-2525､OK-2526 
　OK-2535､OK-2536  
　OK-3525､OK-3526 
　OK-3527､OK-3535 
　OK-3536､OK-3537 
　OK-4020､OK-4030 
　OK-2526HA､ 
　OK-3527HA､ 
　OK-4020HA 

・石油フラットラジアントヒーター 
　（1989～1991年製造） 
　OK-R500F､OK-R501F 
　OK-V501F､OK-U501AF 
　OK-R800C､OK-R800AC 
対象製品には、背面に給排 
気筒があります。 

温風暖房機についてのお知らせ 
1985年から1992年生のナショナルFF式石油温風機 
及び石油フラットラジアントヒーターには事故に至る 

危険性があります。 

　鳥取県での就職を希望される高校や大学等を卒業
予定の方や一般の求職者の方などを対象に、会社説
明会、予備面接等を行います。（予約不要、参加無
料、履歴書不要） 
◇日　時　２月１日（水）午後１時～４時30分　　
　　　　　（受付：正午～） 
◇場　所　ホテルニューオータニ鳥取(鳥取市今町) 
          1（0857）23－1111 
※倉吉（２月２日）、米子（２月3日）でも開催されま
すので、ご希望のかたはお問い合わせください。 

【お問い合わせ先】 
　■（財）ふるさと鳥取県定住機構 
　　鳥取市立川町６丁目176 
　　鳥取県東部総合事務所４階　1（0857）24－4740 
　■鳥取労働局職業安定部職業対策課 
　　　鳥取市富安２丁目89－９　1（0857）29－1708 
　■鳥取県商工労働部労働雇用課 
　　　鳥取市東町１丁目220　  　1（0857）26－7691

「法務局サンデー相談」開設のお知らせ 
◇日　時　平成18年２月12日（日）10時から16時まで 
◇場　所　パレットとっとり　2階市民交流ホール 
　　　　　　鳥取市弥生町323番地1　 
　　　　　　※旧鳥取銀行本店跡地 
◇内　容　振り込め詐欺や架空請求、そのほか相続、

登記、戸籍、人権擁護など、悩み事、心配
事何でも相談に応じます。 

◇担当者　法務局職員 
◇費　用　無料 
【お問い合わせ先】 
　鳥取地方法務局総務課内　お客様相談室 
　1（0857）22－2127　IP電話（050）3365－6753

鳥取県最低賃金のお知らせ 
　県内で適用される産業別最低賃金の額が12月20日
から次のようになりました。 
　　産業別最低賃金                              
　　電気機械器具製造業 
　　情報通信機械器具製造業　　１時間 　711円 
　　電子部品・デバイス製造業 
　　各種商品小売業　　　　　　１時間　 683円 
　鳥取県最低賃金は、時間額612円で据え置かれ、
産業別最低賃金が適用される労働者を除く全ての労
働者（パートタイム、アルバイトを含む）に適用されます。 
　※詳しくはお問い合せください。  
【お問い合わせ先】 
　鳥取労働局労働基準部賃金室　1（0857）29－1705 
　または最寄りの各労働基準監督署 

 

　労働者を一人でも雇っている事業主は、原則とし
て労災保険の加入手続きを行わなければなりません。 
　平成17年11月1日から、労災保険未加入の事業主
に対するペナルティ（費用徴収制度）が強化されま
す。これにより、事業主が労災保険の加入手続きを
怠っていた期間中に労災事故が発生した場合、遡っ
て保険料を徴収するほかに、労災保険から給付を受
けた金額の100％または40％を事業主から徴収する
ことになります。 
　詳しくは、鳥取労働局または最寄りの労働基準監
督署にお尋ねください。 

鳥取労働局からのお知らせ 
労災保険に未加入の事業主に対する 
ペナルティが強化されます 

　八頭町では、７月１日から町長が示した下記の環境方針に基づき、日常業務を行っていくうえでの環境へ
の影響を考慮し、省資源、省エネルギー、ごみの減量化、リサイクルの推進等の具体的な取り組みを実践し、
環境へ配慮した活動を継続的、かつ積極的に進めて行きます。 

　八頭町は、平成17年３月31日に地方自治法及び合併特例法に基づき「郡家町、船岡
町、八東町」が合併して誕生しました。本町には氷ノ山後山那岐山国定公園区域を有
する山林と山麓から八東川、私都川及び大江川流域を形成した自然に恵まれた町です。 
　このような環境のもと、地球的な規模で環境破壊が進むなか、かけがえのないこの
豊かな環境を後世に残すため、私たちの日常生活や生産活動によってもたらされてい
る環境負荷を深く認識し、一人ひとりの環境保全への取組みが重要であります。 
　私たちには、ふるさとのよりよい環境を創造し、次の時代を生きる子孫に誤りのな
い町を引き継ぐ責務があると認識しています。 
八頭町は、旧郡家町で県下でもいち早く自治体として取組みを行い、平成13年に環境
管理に関する規格ISO140001の認証を取得していますので、本町全体にこの認証の区
域を拡大し、地域の汚染予防など環境保全の創造に向けできることから率先して行動
し、環境問題の改善に向けた継続的な取組みを推進します。 

（１）環境施策への積極的配慮 
　　環境に影響すると認められる事務を

実施するにあたっては、環境の保全
に積極的に配慮します。 
①資源･エネルギーの節減 
　日常の事務で使用する資源･エネ
ルギーの節減を徹底します｡ 
②廃棄物の削減 
　庁舎及び管理対象職場からの廃棄
物削減を徹底するとともに、リサ
イクルを積極的に推進します｡ 
③環境保全活動の推進 
　環境に配慮した事業を積極的に推
進します。 

（２）法令等の遵守　 
　　環境関連法令及び八頭町が同意する

その他の要求事項を遵守します｡ 
（３）システムの継続的改善 
　　環境負荷の低減を図るため、環境目的･
目標を設定し､ システム及びパフォ
ーマンスの継続的改善を推進します。 

（４）職員への周知 
　　基本理念、基本方針を全職員に周知

するとともに、職員が環境に配慮し
た行動ができるよう、継続的に教育･
訓練を行います｡ 

（５）環境方針の公開 
　　基本理念、基本方針は広く内外に公

表します｡ 

基本理念 

基本方針 

平成17年７月１日　初　版 

平成17年12月１日　第３版 

環境保全！ 
地球環境！ 
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12月１日現在 
（　　）内は前月比 

八頭町の 
世帯数と人口 

世帯数 

総人口 

男 

女 

5,689 
20,242 
9,745 
10,497

（＋８） 

（＋２） 

（＋４） 

（－２） 

世帯 

人 

人 

人 

11月３日 

５日 

５日 

13日 

21日 

23日 

27日 

30日 

12月１日 

３日 

６日 

11月５日 

９日 

25日 

12月５日 

11月12日 

27日 

29日 

上川　瑞葉 
筒嶋　　陸 
　木　裕翔 
田中　大夢 
大江　樺音 
勝原　愛里 
尾　　陸仁 
三淺真結子 
橋本　怜奈 
下田　莉緒 
山根　彩貴 
石谷　琉唯 
横川　颯士 
垣本　心和 
田渕　扶羽 
飯田　有彩 
八田　琉斗 
尾　　樹生 

  禎  ・寛子 

  亮  ・差柄子 

  実  ・寛子 

  聡  ・久美子 

  温  ・淳子 

成哲・麻美 

博之・しのぶ 

俊幸・佳代子 

尚之・賀子 

竜治・由美 

義人・優子 

  優  ・ユミ子 

  敬  ・智惠美 

雅史・  恵   

裕教・紀子 

陽平・  緑   

修一・直美 

一芳・千穂 

（郡家西） 

（郡家西） 

（西御門） 

（福　本） 

（花　原） 

（下大坪） 

（上大坪） 

（南ヶ丘） 

（東市場） 

（国中一区） 

（久能寺） 

（隼　福） 

（大　江） 

（福　井） 

（坂　田） 

（新興寺） 

（　南　） 

（安井宿） 

みず　は　 
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ゆう　と　 

ひろ　む　 

か    のん   

あい　り　 

りく　と　 

ま　  ゆ  　こ　 
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さ　  き　 
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はや　と　 

こより　 

ふ　  う　 

あり　さ　 

りゅう  と　 

いつ　き　 

郡
家
地
域 

船
岡
地
域 

八
東
地
域 

誕生日 名　　前 おとうさん・おかあさん ところ お
め
で
た 

敬称略 ひとのうごき 農業委員会 

八頭町版 
“経営安定対策”が急がれる 

緊急報告 

八頭町農業委員会　会長　西　川　　修 

 
 
 
　八頭町農業委員会では、管内の現況を把握するた
め主要道路（農道含む）を巡回し農地の利用状況を
視察しましたところ、農地が利用されず雑草が繁っ
ている水田が多く見受けられた事から農業委員が分
担して圃場整備田で１年以上作物の作付けが無いと
見られ、耕耘等の保全管理がされていない水田を調
査したところ、いわゆる遊休農地が2.5％余に達し
ている事が判明しました。 
　又、国は農業の経営所得安定対策大綱を発表しま
したが、八頭町は山間地が多くて経営規模が小さく
果樹栽培農家が多い等、経営面積の集積や集落営農
の取り組みが難しい状況にあります。農業委員会で
は、これらの問題は放置できない重大で急を要する
問題であることから、先頃、町議会産業建設常任委
員、JA鳥取いなば本店支店関係職員と個別に意見
交換会を開催し、それぞれの取り組み状況や問題点
について話し合いを行いました。 
　主な議題を①遊休農地対策、②担い手対策、③集
落営農の取り組み、④農産物の生産販売に絞って話
し合いをしましたが現状の農産物価格、一般勤労者
との所得格差、経営規模、地形等若者の農業志向が
一層減退している現状では有効な対策を直ちに策定
することは甚だ難しい状況にあります。 

 遊休農地解消対策では、受託組織あるいは担い手
を育成して経営面積を集積する対策が必要であり、
その為に八頭町として条令の制定をと言う意見もあ
りましたが、どの様にして受託組織や担い手を育成
するかという事になります。担い手対策では、現在
町内に認定農業者が４２名活躍されていますが果樹
又は果樹と水稲の複合経営農家が50％を占めていま
す。果樹栽培の現状は一般的に圃場が分散して傾斜
地が多く、機械化にも限界があり省力化が難しく加
えて近年の販売価格低迷で意欲が減退している農家
が少なくないことから、国の経営所得安定対策を補
完する八頭町版の経営安定対策が必要との意見が多
くだされました。 
　農業委員会では、今回の意見交換会での意見を集
約検討し町長や関係団体に対応を求める建議や提言
をすると共に連帯し農家の皆様と協力して農業振興
に取り組みたいと考えます。 
             
《おもな動き》 
12／８ 　 
　●第５回農業委員会 
　議　事 
　１．農地法の規定による許可申請　 
　　　・第3条（所有権移転）　　　　　　　　3件 
　　　・第4条（転用）　　　　　　　　　　　1件 
　　　・第5条（所有権移転、転用）　　　　　3件
　２．農用地利用集積計画の決定　　　   　　 80件 
　３．農業振興地域整備計画の変更について 
　４．八頭町標準農地リース料（小作料）の決定について 

　入札日　平成17年11月11日（金） 
①工 事 名　町立船岡小学校改築事業プール建設工事 
　工事場所　八頭町坂田 
　落札金額　108,360,000円（消費税込み） 
　予定価格　135,450,000円（消費税込み） 
　所 管 課　教育委員会 

　　落札業者　こおげ建設・山陰建設ＪＶ 
入札日　平成17年11月15日（火） 
①工 事 名　八頭町山村開発センター改修工事 
　工事場所　八頭町北山 
　落札金額　132,468,000円（消費税込み） 
　予定価格　165,585,000円（消費税込み） 
　所 管 課　教育委員会 

　　落札業者　藤原組 

入札結果のお知らせ 

　平成18年度八頭町臨時職員等採用資格試験を次の
とおり実施します。 
◇職種及び採用予定人数 
保育士（若干名）、栄養士（若干名）、社会福祉士（１
名程度）、看護師（若干名）、図書館司書（３名程度）、
調理師・調理員（若干名） 

◇受験資格 
　（１）年齢は、満64歳までの者 
　　　　（平成18年3月31日現在） 
（２）保育士、栄養士、社会福祉士、看護士、図
書館司書については、資格を有するか、平成18
年3月までに取得見込みのある者 

◇試　　験 
　（１）期日及び場所 
　　　　平成18年２月11日（土）八頭町郡家保健センター 
　（２）方　法　作文試験、口述試験（面接） 
◇合格及び採用 
　合格者は、八頭町の臨時職員等採用候補者名簿

に登載され、欠員があった場合、そのうちから採
用者を決定します。したがって、合格者すべてが
採用されるとは限りません。 
　なお、採用候補者名簿の有効期間は、原則とし
１年間です。 
◇申込用紙の請求 
　募集要項･申込用紙は､平成18年１月16日から､総
務課または各支所地域振興課で受領してください。 

◇申込期限　平成18年１月31日（火）〔必着〕 
【申込書提出先】 
　〒680－0493　八頭郡八頭町郡家493 
　　八頭町役場　総務課 
　〒680－0495　八頭郡八頭町船岡539 
　　八頭町役場船岡支所　地域振興課 
　〒680－0601　八頭郡八頭町北山63－1 
　　八頭町役場八東支所　地域振興課 
　※詳しくは、総務課へお問い合わせください。 
　　　八頭町役場総務課　176－0201

平成18年度臨時職員等の募集 

11月12日 
17日 
17日 
22日 

12月１日 
５日 

11月11日 
12日 

12月３日 
４日 
８日 

11月11日 
16日 
17日 
17日 
18日 
18日 
24日 
28日 
29日 

12月３日 
４日 
８日 

衣笠　儀男 
倉田　澄子 
井谷　義友 
米田　時枝 
村上美惠子 
岡本　文雄 
佐々木泰博 
田見　英雄 
岸田　　け 
石井千代子 
谷口　和子 
木原　　滋 
澤田　芳子 
稲中　澪子 
中林ヨシエ 
中嶋　治郎 
大石　義男 
竹内　信子 
田井　一正 
宮城　さと 
尾　　　　 
竹市八重子 
杉原　幸惠 

83歳 
71歳 
77歳 
89歳 
76歳 
80歳 
68歳 
78歳 
86歳 
84歳 
72歳 
96歳 
85歳 
84歳 
90歳 
92歳 
83歳 
84歳 
64歳 
82歳 
96歳 
76歳 
97歳 

（上津黒） 
（山　田） 
（福　本） 
（米　岡） 
（明　辺） 
（市　谷） 
（坂　町） 
（福　井） 
（上　野） 
（下　町） 
（坂　田） 
（日下部） 
（用　呂） 
（横　田） 
（　南　） 
（新興寺） 
（徳　丸） 
（皆　原） 
（才　代） 
（用　呂） 
（安井宿） 
（　南　） 
（　南　） 

郡
家
地
域 

船
岡
地
域 

八
東
地
域 

お
く
や
み 

日　付 名　　前 年　齢 ところ 

　町では定住対策事業として、（財）ふるさと鳥取県
定住機構と連携を図りながら田舎暮らし体験事業を
実施しています。この事業は農業や伝統工芸製作な
どの体験をとおして若者等の定住を促進し、農林水
産業を始めとする主要産業の担い手の確保を図るこ
とを目的としています。つきましては「生活体験者」
の居住用に有料・無料を問わず貸していただける空
き家を募集しますので１月末までに役場企画人権課
にお知らせしてください。 
【お問い合わせ先】企画人権課　176－0203

貸していただける空き家を募集します 

平成18年八頭町成人式のご案内 
　平成18年１月３日（火）午前10時から、八東体育
文化センター（八頭町富枝10番地１）において、平
成18年八頭町成人式を開催します。 
　対象は、昭和60年４月２日～昭和61年４月１日の
間に生まれた人です。  
【お問い合わせ先】 
八頭町教育委員会事務局 
生涯学習課 
184－1232

　船岡地域・八東地域では、事業所等の下水道使用
料を人員割で算定していましたが、平成18年4月1日
より水道の使用量（井戸水も含む）で算定いたします。  

　基本料金（10m3まで）　超過料金（１m3につき） 

　　　2,200円　　　　　　50m3まで  120円  

【詳しいお問い合わせ先】 
　　役場上下水道課　　　176－0207 
　　船岡支所建設水道課　172－3973 
　　八東支所建設水道課　184－1228

事業所等の下水道使用料の算定基準が変わります 


